
町議会
行政視察研修報告
　７月６日から８日の３日間、鹿児島県指

いぶ
宿
すき
市と霧

きり
島
しま
市を

中心に町議会の行政視察研修が行われました。その内容に
ついて報告します。

霧
きり
島
しま
市

鹿児島市

指
いぶ
宿
すき
市

●
●

●

　
平
成
１６
年
１０
月
に
開
業
し
た
「
道
の
駅
い

ぶ
す
き
」
は
、
道
の
駅
と
し
て
は
日
本
で
初

め
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
（
注
）
で
建
設
さ
れ
た
。

　
総
事
業
費
は
４
億
円
で
最
小
規
模
で
採
算

を
と
る
と
い
う
手
法
は
、
画
期
的
で
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
公
共
事
業
の
整
備
手
法
と
し
て
は
、「
公

設
公
営
」・「
公
設
民
営
」・「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
効
果
と
し
て
は
、

◎�

民
間
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
良
質
化
・

低
廉
化
が
図
ら
れ
る
。

◎�

民
間
に
新
た
な
事
業
機
会
を
与
え
る
こ
と

に
よ
り
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
地
域
経

済
が
活
性
化
す
る
。

◎�

透
明
性
・
競
争
原
理
の
徹
底
等
に
よ
り
総

事
業
費
が
低
減
し
、
財
政
支
出
の
削
減
・

平
準
化
に
寄
与
す
る
。

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
道
の
駅
い
ぶ
す
き
」
は
、
①
市
の
所
有

す
る
「
観
音
崎
公
園
」
を
都
市
公
園
と
し
て

国
の
補
助
を
得
て
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
駐
車
場

を
市
が
整
備
、
②
ト
イ
レ
や
道
路
情
報
案
内

を
国
が
整
備
、
③
地
域
の
観
光
案
内
や
特
産

品
・
農
産
品
の
展
示
販
売
な
ど
が
で
き
る
施

■�

移
住
定
住
支
援
（
補
助
）
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

①
移
住
定
住
促
進
を
図
る
体
制
作
り

　
霧
島
市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
を
深
刻
に

受
け
と
め
、
平
成
１８
年
７
月
に
団
塊
の
世
代

を
含
む
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
移
住
・
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
住
環
境
、
生
活
環

境
、
福
祉
な
ど
の
情
報
を
一
元
化
し
て
提
供

で
き
る
相
談
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
専
門
部
署
を
設
置
し
、
情
報
発
信
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
移
住
定
住
を
促
進
し

て
き
た
。

②
移
住
体
験
研
修
事
業
の
開
催

　
平
成
１９
年
度
か
ら
移
住
に
興
味
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
年
２
回
（
秋
・
冬
）、
２
泊
３

日
の
体
験
研
修
を
開
催
し
、
霧
島
市
の
良
さ

を
知
り
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来

の
移
住
定
住
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
１４
回
開
催
し
、
５８
組
９８
人
が
参

加
。
う
ち
９
組
１５
人
が
移
住
し
て
い
る
。

③
移
住
定
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　
平
成
１９
年
度
か
ら
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
業
者
が
主
催
す
る
移
住
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
霧
島
の
魅
力
発
信
と
移
住
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

　
平
成
２７
年
度
は
、
１１
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
３６
組
４４
人

か
ら
移
住
相
談
を
受
け
、
平
成

１９
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
１０
組
１９

人
が
移
住
し
て
い
る
。

■
所
感

　
補
助
制
度
は
下
表
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
転
入
者
の
み
な
ら

ず
、
市
内
間
の
転
居
に
も
補
助

さ
れ
る
点
は
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
る
。

　
た
だ
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
行

政
と
し
て
移
住
・
定
住
し
た
際

の
生
活
を
支
え
る
仕
事
先
を
ど

う
支
援
し
、
ど
こ
ま
で
関
わ
る

か
が
課
題
で
あ
る
。

　
霧
島
市
で
は
、
市
長
自
ら
が

営
業
本
部
長
と
し
て
企
業
誘
致

を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
わ

が
町
で
も
移
住
定
住
制
度
の
整

備
は
必
要
だ
が
、
首
長
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
職
員
、

議
員
も
一
丸
と
な
っ
て
企
業
誘

致
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
自
然
環
境
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
充
実
、
そ
し
て
交
通

の
便
な
ど
町
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

（
報
告
者　
副
委
員
長

�

佐
東
幸
治
）

設
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
整
備
す
る
と
い
う
３
つ
の
要

素
で
成
立
し
て
い
る
。

　
「
彩さ
か
な
か
ん

花
菜
館
」と
命
名
さ
れ
た
そ
の
施
設
は
、

鉄
骨
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
８
０
９
㎡
、

建
設
費
２
・
１
億
円
、
１５
年
間
の
維
持
管
理

費
は
１
・
６
億
円
で
、他
の
道
の
駅
に
比
べ
、

ず
い
ぶ
ん
小
さ
い
感
じ
が
し
た
。
し
か
し
、

館
内
に
は
農
産
物
や
海
産
物
、
地
酒
、
お
土

産
品
な
ど
が
所
狭
し
と
陳
列
さ
れ
、
平
日
の

午
前
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
が
来
館

し
て
い
た
。
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の
コ
ン

パ
ク
ト
さ
に
あ
る
と
実
感
し
た
。

　
施
設
の
完
成
後
、
す
ぐ
に
所
有
権
を
市
に

移
転
し
、
建
設
費
を
１５
年
の
分
割
で
返
済
す

る
こ
と
に
よ
り
財
政
支
出
を
平
準
化
、ま
た
、

管
理
運
営
費
を
事
業
者
に
支
払
う
一
方
、
売

上
金
の
一
部
を
市
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
の
方
式
よ
り
１
・
８
億
円
の
経
費

が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
。

■
所
感

　
１５
年
間
の
維
持
管
理
契
約
も
残
す
と
こ
ろ

３
年
と
な
り
、
再
契
約
の
問
題
や
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
修
繕
等
の
問
題
な
ど
、
課
題

が
多
い
が
、
こ
の
「
道
の
駅
い
ぶ
す
き
」
の

例
は
間
違
い
な
く
参
考
に
な
る
い
い
事
例
で

あ
る
。

　
さ
て
、
中
山
町
に
お
い
て
も
後
期
５
か
年

計
画
の
中
に
道
の
駅
構
想
が
出
て
お
り
、
町

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
建
設
を
望
む
声
は

日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。
関
係
者
の
熱
い

議
論
と
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
報
告
者　
副
委
員
長　
村
山
隆
）

テ
ー
マ

テ
ー
マ

「
道
の
駅
」

「
移
住
定
住
促
進
」

日
本
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る

�

道
の
駅
を
検
証
す
る

�

―
―�

指
宿
市

地
方
の
人
口
減
少
を

�

ど
う
食
い
止
め
る
か

�

―
―�

霧
島
市 厚

生
産
業
常
任
委
員
会
所
管

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管

指宿市概要
平成１８年１月、旧指
宿市と他３町が合併
して誕生。
人口：４４，３９６人
面積：１４８．８㎢
産業：鰹節などの海

産物、砂むし
温泉観光など

霧島市概要
平成１７年１１月、国分
市と他６町が合併し
て誕生。
人口：１２６，２３２人
面積：６０３．１８㎢
産業：ハイテク産

業、温泉観光
など

ＰＦＩとは…
Private�Finance� Initiative
（プライベート・ファ
イナンス・イニシア
ティブ）の略で、公共
施設等の建設、維持・
管理、運営等について、
民間の資金経営能力お
よび技術的能力を活用
して行う新しい手法の
こと。

道の駅いぶすき

霧島市役所での研修

転入定住者（市外住民）
（市外から霧島市への転入）

転居定住者（市民）
（市街地から中山間地域への転居）

補助金の種別
地域別補助金 地域別補助金

中山間地域 市街地 中山間地域
住宅取得
補助金　

新築 １００万円 － １００万円
中古 　５０万円 ２０万円 　５０万円

住宅増改築補助金 　５０万円 ２０万円 　５０万円
家賃補助金 上限３６万円 － －

扶養加算金 中学生以下の者を扶養している場合
１人当たり３０万円加算　　　　　　 －

（注）

■霧島市の移住定住促進補助制度の概要
　この制度は、ふるさと創生移住定住促進に関する条例に基づいており、平成２８年４月から平成３２年
３月までの期間限定（４年間）である。内容は下表のとおり。
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